
議
会
だ
よ
り

第153
号

「
い
く
つ
入
る
か
な
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」

「
い
く
つ
入
る
か
な
？
」

こ
ん

な
こ

と
が

決
ま

り
ま

し
た
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の
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問
う

.......................４
Ｐ

決
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定

・
監

査
委

員
よ

り
.....................1

2
Ｐ

し
っ

か
り

チ
ェ
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・
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種
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告
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絆
の

バ
ト

ン
・

編
集

後
記

.........................1
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Ｐ

C
ontents

C
ontents

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。



■令和３年第１回臨時会　（ 8 月 13 日）議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報：報告　承：承認　議：議案　陳：陳情　発：発議　　
◎ : 全会一致　◇ : 賛成　◆ : 反対　ー：表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

議 30 工事請負契約の締結（地域包括支援センター建設工事） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

■令和３年第３回定例会　（ 9 月 14 日～ 24 日）議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報 : 報告　諮 : 諮問　議 : 議案　陳 : 陳情　発 : 発議
◎ : 全会一致　◇ : 賛成　◆ : 反対　ー：表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

報 4 財政健全化判断比率 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 5 資金不足比率 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 6 放棄した私債権の報告 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

諮 1 人権擁護委員候補者の推薦 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同　　意

議 31 定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 32 国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 34 固定資産評価審査委員会の委員の選任 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同　　意

議 35 固定資産評価審査委員会の委員の選任 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同　　意

議 36 固定資産評価審査委員会の委員の選任 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同　　意

議 37 令和３年度一般会計補正予算（第４号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 38 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 39 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 40 令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 41 令和３年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 42 令和３年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 43 令和３年度水道事業会計補正予算（第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 44 令和２年度一般会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 45 令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 46 令和２年度奨学資金特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 47 令和２年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 48 令和２年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 49 令和２年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 50 令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認　　定

議 51 令和２年度水道事業会計剰余金の処分の議決及び決算認定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決及び認定

議 33 和泊町過疎地域持続的発展計画の策定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　　決

議 52 副町長の選任 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同　　意

議 53 教育委員会教育長の任命 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同　　意

議 54 教育委員会委員の任命 無記名投票　賛成 3  　反対 8 ー 不同意

こんなことが決まりました （2）令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号



pickup人 事 案 件
今回の定例会で同意された
人事案件をご紹介☆

否決された案件

議案第 54 号

教育委員会教育委員の任命について
（賛成3 反対8）

質疑 池田議員
現在の教育委員は、教職出身者３名、民
間から１名で、もう一人民間の方を増や
したほうがいいのではないかと言われて
いるなか、なぜ民間から選出しなかった
のか。

答弁 町長
民間からも考えたが、教職
終了後も民生委員等で活
躍しており、積極的に意見
を述べている姿勢を見て、
頑張っていただきたいと
思い推薦した。

陳情のゆくえ
【陳情第５号】

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書の提出について

提出者：鹿児島県町村議会議長会

全会一致で採択

【発議第４号】

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

全 会 一 致 で 可 決

意見書送付先：
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣
総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官
経済再生担当大臣

人
じんけん

権 擁
よ う ご

護 委員 
町民から人権相談を受け、問題解決のお手伝
い、法務局職員と協力して人権侵害から被害
者を救出や、人権についての啓発活動を行う。

■ 前
すすめ

幸
ゆき

貴
たか

氏（70歳）再任

固
こ て い

定 資
し さ ん

産
評
ひょうか

価委員会委員

土地や建物の登録さ
れた価格（評価額）
についての不服を審

査・決定するための中立的・専門的な第三者機関。

■寺
てらはら

原 智
とも こ

子 氏（66歳）再任　　■東
ひがし

　 茂
しげひさ

久 氏（63歳）再任

■福
ふくやま

山 　智
さとし

 氏（40歳）再任

教　育　長

■竹
たけした

下 安
やすひで

秀 氏（71歳）再任
平成30年10月に和泊町教育委員
会教育長に就任。現在に至る。

副　町　長

■伊
いはら

原 拓
たくや

也氏（49歳）

平成10年に鹿児島県庁入庁。平成
31年よりくらし保健福祉部にて勤
務し、令和3年10月1日より副
町長に就任。

副　町　長

人
じんけん

権 擁
よ う ご

護 委員 

教　育　長

陳 5 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実
を求める意見書の提出 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 採　択

発 4 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実
を求める意見書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可　決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

どんな
ことをするの?

どんな
委員会?

（3） pickup 人事案件・陳情・否決案件 令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号



財
政
運
営
に
つ
い
て

問
財
政
問
題
に
つ
い
て
の
方

策
は
。

答
①
各
事
業
の
徹
底
的
な
精
査

②
生
産
性
と
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

③
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
計
画
の

見
直
し

以
上
の
方
策
を
施
し
、
財
政
の

立
て
直
し
に
取
り
組
む
。

総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設
に
つ

い
て問

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
早

期
建
設
が
望
ま
れ
る
が
、

ど
う
考
る
か
。

答
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設

は
、
第
６
次
総
合
振
興
計

画
の
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１

つ
と
し
て
掲
げ
、「
設
備
の
整
っ

た
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
る
」
と
記
載
し
て
い
る
た

め
、
避
難
所
の
機
能
を
併
せ
持

つ
防
災
拠
点
施
設
の
１
つ
と
し
て

考
え
て
お
り
、
財
政
状
況
の
改

善
が
見
込
ま
れ
る
時
期
が
来
た

時
に
建
設
へ
向
け
て
取
り
組
む
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

問
財
政
再
建
を
訴
え
て
町
長

に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
財
政
再
建
を
し
て
い
く
の
か
。

答
歳
入
面
で
は
、
適
正
な
使

用
料
・
利
用
料
の
見
直
し

や
債
権
管
理
の
徹
底
、
滞
納
者
へ

の
徴
収
体
制
を
強
化
し
収
納
率

の
向
上
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
は
じ
め
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
る
。

歳
出
面
で
は
、
効
率
的
で
ス

マ
ー
ト
な
行
財
政
運
営
を
行
い

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
、
令
和

４
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
職
員
全
体
で
財
政
状
況

に
つ
い
て
更
に
認
識
を
深
め
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
「
民
間
の

コ
ス
ト
意
識
」
で
徹
底
的
に
精

査
し
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
て

い
く
。
さ
ら
に
は
、
財
政
指
標

の
改
善
に
向
け
、
具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
、
早
期
に
達

成
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

和
泊
町
の
明
る
い
未
来
へ
！

生
活
安
定
と
福
祉
向
上
の
町
づ
く
り
を

令和３年 第 3 回
議会定例会

ココが聞きたい
一 般 質 問
町政を問う！！

一般質問とは？？

議員が町の行財政全般につ
いて、事務・予算等の執行状
況や、今後の
考え・方針を
聞き、疑問点
を質

ただ

すこと。

·池
い け だ

田 正
しょういち

一議員
和泊町の明るい未来へ ..............Ｐ４

·喜
き い

井 和
か ず お

夫議員
生活安定と福祉向上の
　　　　　町づくりを ..............Ｐ４

·桂
かつら

　　弘
ひろかず

一議員
町長の政治姿勢を問う ..............Ｐ５

·東
ひがし

　　弘
ひろあき

明議員
町民の小さな声を聴く ..............Ｐ６

·森
もり

　　富
とみ

隆
たか

議員
町民に寄り添った町政を ..........Ｐ７

·山
やまぐち

口 明
あ す か

日香議員
女性の視点を活かした政策を ....Ｐ８

·島
し ま だ

田 浩
ひ ろ き

樹議員
子供達が主人公の町づくり .......Ｐ９

·川
かわばた

畑 宏
こういち

一議員
持続可能なまちづくりを推進 ....Ｐ 10

·中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋議員
家庭学習にオンライン授業を ....Ｐ 11

池
い け だ

田 正
しょういち

一 議員

喜
き い

井 和
か ず お

夫 議員

一般質問 （4）令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号



町

長

の

政

治

姿

勢

を

問

う

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
「
政
治
理
念
の
確
立
な
く

し
て
、
力
強
い
政
治
は
生

ま
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
理
念

を
持
っ
て
い
る
か
。

答
町
政
の
最
高
責
任
者
と
し

て
「
町
民
の
幸
福
」
の
た

め
に
尽
く
す
。

町
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
生
き
生
き
と
懸
命
に
働
き
、

充
実
し
た
日
々
が
送
れ
る
、
そ

し
て
、
新
た
な
価
値
観
、
生
活

様
式
の
中
で
多
く
の
人
か
ら
あ

こ
が
れ
を
持
っ
て
支
持
さ
れ
、

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
。

町
民
と
の
対
話
、
議
会
や
関

係
機
関
の
皆
様
と
の
連
携
構
築

に
努
め
、
相
互
理
解
を
図
り
な

が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
町
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
臨
ま
れ
る
つ
も

り
か
。

答
町
民
の
皆
様
と
は
常
に
語

り
合
い
、
そ
の
対
話
の
中

か
ら
和
泊
町
の
未
来
を
考
え
行

動
し
て
い
く
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、広
報「
わ

ど
ま
り
」
９
月
号
で
も
案
内
し

た
が
、「
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

に
よ
り
様
々
な
立
場
の
方
々
と

対
話
し
て
い
き
た
い
。
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
の
１
時
間
、
一
緒

に
お
話
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

ま
た
、
町
長
就
任
後
、
約
２
ヵ

月
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
間
、
庁
舎
内
外
で
の

各
種
会
合
や
行
事
等
で
町
民
の

皆
様
と
接
す
る
機
会
が
幾
度
か

あ
り
、
そ
の
際
に
も
色
々
な
御

意
見
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
た
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
と
の

対
話
や
現
場
の
声
を
聞
く
機
会

を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
町

民
目
線
で
の
行
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問
行
政
組
織
の
長
と
し
て
、

職
員
、
議
会
に
対
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ま
れ
る

つ
も
り
か
。

答
職
員
に
対
し
て
は
、
各
所

管
す
る
業
務
や
そ
の
他
関

連
す
る
事
務
事
業
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
相
互
に
意
見
交
換

し
な
が
ら
各
種
業
務
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
職
員
の
働
き
ぶ
り
や

対
応
な
ど
を
見
た
り
、
話
を
し

て
い
く
な
か
で
、
適
材
適
所
、

生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

議
会
に
対
し
て
は
、
執
行
部

の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
12
名

の
議
員
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
努
め
、
行
政
運
営
に
対
し
て

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、

車
の
両
輪
と
し
て「
創
造
的
批
判
」

「
監
視
」
を
お
願
い
し
た
い
。

桂
かつら

弘
ひろかず

一 議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
本
町
で
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
次
々
と
発
見
さ

れ
る
変
異
株
に
よ
る
感
染
の
広

が
り
の
中
、
島
内
で
の
発
生
が
な

い
場
合
も
継
続
的
に
基
本
的
な

感
染
防
止
策
の
徹
底
を
町
民
の

皆
様
へ
お
願
い
し
て
い
る
。

島
内
に
お
い
て
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
、
速
や
か
に

感
染
症
危
機
管
理
沖
永
良
部
現

地
対
策
協
議
会
を
開
催
し
、
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
、
町
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
感
染
者
が
安
心
し
て
療

養
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
県
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。

悪
天
候
時
の
物
流
対
策
に
つ
い
て

問
昨
年
１
月
に
県
の
「
台
風

発
生
時
な
ど
に
お
け
る
離

島
の
物
流
に
関
す
る
対
策
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
「
台
風
時
の
離
島
の
物
流

対
策
に
つ
い
て
」
と
し
て

県
主
催
で
市
町
村
の
課
題
や
現

状
を
共
有
す
る
場
が
昨
年
１
月

以
降
２
回
設
け
ら
れ
、
状
況
の

共
有
を
し
た
。

本
町
と
し
て
も
、
令
和
２
年
第

１
回
定
例
会
終
了
後
以
降
、
県

の
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

や
県
町
村
会
へ
町
と
し
て
要
望
書

作
成
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
奄

美
群
島
新
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）
が

策
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
気

象
条
件
に
伴
う
物
流
の
停
滞
に

つ
い
て
は
奄
美
群
島
全
体
の
課

題
と
し
て
記
載
で
き
な
い
か
奄

美
群
島
広
域
事
務
組
合
と
協
議

を
し
て
い
る
。

公
用
車
の
自
動
車
継
続
検
査
に

つ
い
て

問
役
場
公
用
車
の
自
動
車
継

続
検
査
を
す
る
際
、
車
検

実
施
店
は
ど
の
よ
う
に
選
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
自
動
車
継
続
検
査
を
す
る

際
の
車
検
実
施
店
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
購
入

ま
た
は
リ
ー
ス
先
の
事
業
者
（
入

札
等
に
よ
り
決
定
）
へ
車
検
を
依

頼
し
て
お
り
、
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
も
、
特
殊
な
車
両
や
特
別

な
理
由
を
除
き
、
多
く
が
購
入

ま
た
は
リ
ー
ス
先
の
事
業
者
へ
車

検
を
依
頼
し
て
い
る
。

問
公
平
を
期
す
た
め
、
町
内

の
車
検
実
施
店
に
順
番
で

依
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
約
90
台
の
公
用
車

を
保
有
し
て
お
り
、
そ
の

内
、
検
査
の
必
要
が
な
い
原
付

バ
イ
ク
や
重
機
等
を
除
き
、
約

70
台
の
公
用
車
が
対
象
と
な
る
。

町
内
の
車
検
実
施
店
に
お
い
て

専
門
的
に
取
扱
う
こ
と
の
で
き

る
車
名
・
車
種
や
自
動
車
デ
ィ
ー

ラ
ー
と
の
取
引
先
な
ど
様
々
で
あ

る
か
と
思
う
の
で
、
順
番
に
依
頼

す
る
こ
と
で
公
平
性
が
担
保
で
き

る
の
か
、
判
断
は
難
し
い
。

今
後
は
、
公
平
性
の
観
点
、
ま

た
車
検
費
用
削
減
の
観
点
か
ら
、

入
札
や
随
意
契
約
と
い
っ
た
手
法

の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
き
た

い
。

町

民

の

小

さ

な

声

を

聴

く

東
ひがし

弘
ひろあき
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町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

問
先
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙

で
は
、
本
町
が
他
市
町
村

に
先
駆
け
て
多
く
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
功
績
や
、
町
民

に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

き
た
こ
と
を
説
明
も
せ
ず
、
財

政
難
を
強
く
訴
え
続
け
、
島
内

外
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り

を
広
め
、
結
果
と
し
て
町
民
を

二
分
し
て
し
ま
う
状
況
を
生
ん

だ
が
、
こ
の
責
任
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
本
町
は
こ
れ
ま
で
、
長
き

に
わ
た
り
後
継
者
が
跡
を

継
ぐ
と
い
う
形
で
政
治
が
引
き

継
が
れ
て
き
た
。
そ
の
様
な
状

況
の
中
、
今
回
私
が
選
ば
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
周
り
に
大
き
な

動
揺
や
戸
惑
い
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
る
。

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
脈
々
と

引
き
継
が
れ
発
展
し
て
き
た
和

泊
町
政
に
対
し
、
大
い
な
る
敬

意
と
感
謝
の
念
を
抱
い
て
い
る
。

選
挙
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
様
々
な
想
い
か
ら
過

ぎ
た
発
言
も
あ
り
、
不
愉
快
な

思
い
を
さ
れ
た
事
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
。

そ
の
こ
と
に
対
し
、
そ
の
思
い

を
心
に
刻
み
込
ん
だ
上
で
、
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
議
会
と
の
信
頼
関
係
構
築

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
創
り
上
げ
る
町
づ
く
り

の
実
現
へ
向
け
、
町
民
と
行
政
、

議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
役

割
と
責
任
を
自
覚
す
る
と
と
も

に
、
相
互
の
特
性
を
理
解
し
合

い
、
目
的
を
共
有
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
相
互
の
信
頼
感

が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
町
民
や
議
会
と
の

信
頼
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い

く
。問

職
員
（
再
任
用
・
会
計
年

度
任
用
職
員
を
含
む
）
の

採
用
・
配
置
等
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
社
会
情
勢
の
変

化
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
複

雑
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
等

に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

ま
た
、
第
６
次
和
泊
町
総
合
振

興
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
基

本
計
画
の
推
進
や
、
重
点
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
定
員
適
正

化
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
の
常

勤
職
員
数
と
同
程
度
の
１
４
４

名
を
基
準
に
新
規
採
用
職
員
の

採
用
を
行
う
予
定
。

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
第

８
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
※
に
よ
る

行
政
評
価
を
実
施
し
、
業
務
分

担
の
適
正
化
を
図
り
、
人
事
評

価
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
適

正
適
所
な
人
事
配
置
に
努
め
る
。

そ
の
中
で
、
再
任
用
職
員
に
つ

い
て
は
、
知
識
や
能
力
、
経
験

等
が
活
用
さ
れ
る
職
場
へ
配
置
す

る
と
と
も
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
の

不
足
す
る
業
務
へ
適
正
配
置
し
、

研
修
や
人
事
評
価
を
通
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の
一
層
の
活
用

と
育
成
を
図
る
。

町
民
に
寄
り
添
っ
た
町
政
を

※ P
ピーディーシーエー

D C A サイクルとは？

Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、
Ｃｈｅｃｋ（評価）、Ａｃｔｉｏｎ

（改善）の頭
文字を取った
もの。この４
つを繰り返す
ことをいう。

森
もり

富
とみ

隆
たか
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
２
月
に
開
催
し

た
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
答
申
を
受
け
、
和
泊
幼
稚
園
・

わ
ど
ま
り
保
育
園
・
各
こ
ど
も

園
の
将
来
的
な
運
営
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
面
の
観
点
か
ら
、
和
泊

幼
稚
園
と
わ
ど
ま
り
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
統
合
し
て
新
た
な
児

童
福
祉
施
設
の
建
設
を
早
急
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
建
設
に
あ

た
っ
て
、
施
設
の
規
模
、
事
業
費
、

事
業
主
体
、
建
設
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

及
び
建
設
に
伴
う
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
協
議
し
て
い
く
。

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
関
係
各
課
と
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
子
ど
も
子
育
て
会
議
の

付
帯
意
見
と
し
て
、
和
泊
幼
稚

園
と
わ
ど
ま
り
保
育
園
と
の
統

廃
合
だ
け
で
な
く
、
和
泊
町
全

体
の
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
も
協
議

し
て
も
ら
い
た
い
と
あ
っ
た
が
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
職
員

の
意
見
等
も
あ
る
の
で
、
今
後

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て

問
避
難
所
開
設
時
に
各
避
難

所
で
運
営
に
当
た
る
女
性

支
援
ス
タ
ッ
フ
の
現
状
と
役
割
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
現
在
、避
難
所
（
公
民
館
）

の
開
設
に
つ
い
て
は
、
各

字
の
区
長
へ
お
願
い
し
て
い
る
。

避
難
所
の
運
営
は
、
各
字
の
自

主
防
災
組
織
で
運
営
を
し
て
お

り
、
活
動
内
容
は
、
今
年
度
４

月
に
全
世
帯
へ
配
布
し
た
「
和

泊
町
防
災
マ
ッ
プ
」
に
も
記
載
し

て
い
る
。平
常
時
の
活
動
と
し
て
、

「
地
域
内
の
防
災
点
検
」「
防
災

訓
練
の
実
施
」「
防
災
知
識
の
普

及
」「
防
災
資
機
材
の
整
備
」
な

ど
が
あ
る
。
災
害
時
の
活
動
と

し
て
、「
情
報
の
収
集・伝
達
」「
初

期
消
火
活
動
」「
救
助
活
動
」「
医

療
救
護
活
動
」
な
ど
が
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
で
の
女
性
ス

タ
ッ
フ
は
、
婦
人
会
や
女
性
消
防

団
員
が
該
当
す
る
と
思
う
。
女

性
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
現
状
と
役
割

は
、
平
常
時
・
災
害
時
の
活
動
の

中
で
、
女
性
視
点
で
の
協
力
体

制
を
お
願
い
し
た
い
。

問
各
避
難
所
で
の
乳
幼
児
や

女
性
に
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
現
在
避
難
所
に
お
い
て

は
、
様
々
な
事
業
を
活
用

し
て
、
避
難
所
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
昨
年
度
は
、国
頭・上
手
々

知
名
・
大
城
・
内
城
・
瀬
名
・
谷

山
字
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
公

民
館
の
改
修
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
大
城
・
谷
山
字
の
公

民
館
で
は
、
個
室
専
用
の
ト
イ

レ
の
増
設
を
行
っ
て
い
る
。
多
く

の
避
難
所
で
は
、
個
室
や
区
切

り
が
な
い
た
め
、
乳
幼
児
や
女

性
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
併
用
し
て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

30
セ
ッ
ト
購
入
し
て
い
る
。

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
政
策
を

▶
乳
幼
児
や
女
性
、
お
年
寄
り
に
必
要
な
物

資
の
備
蓄
を

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員
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行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
現
在
の
財
政
状
況
に
対
し

て
、ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
決

算
に
お
い
て
、
実
質
公
債
比
率

が
15.

９
％
、
将
来
負
担
比
率
が

１
０
６.

２
％
と
な
っ
て
お
り
、

県
市
町
村
の
中
で
最
下
位
と
な
っ

て
い
る
。

令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
に
比
べ
、
改
善
は
見

ら
れ
る
が
、
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
ま

ず
は
「
財
政
立
て
直
し
」
が
最

優
先
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

問
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設

の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
伊
地
知
町
政
で
は
、
第
６

次
和
泊
町
総
合
振
興
計
画

に「
よ
う
て
ぃ
あ
し
ば
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
令

和
２
年
度
か
ら
「
和
泊
町
総
合

交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
。

総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設
事

業
に
は
多
額
の
予
算
が
か
か
る

た
め
、
財
政
状
況
の
改
善
が
見

込
ま
れ
た
時
に
事
業
を
開
始
し

た
い
。

子
供
達
が
主
人
公
の
町
づ
く
り

島
し ま だ

田 浩
ひ ろ き

樹 議員

前号の訂正
前号（152号）６ページにおいて貸借対照表の一部を抜粋したも
のを掲載しましたが、一般的には資産・負債全てを一緒
に公開することが望ましいため、今回は全体の表を掲載
しております。なお、貸借対照表（連結財務書類4表）
については町ＨＰでも掲載しております。 　　 ▶▶▶

資し

さ

ん産
の
部

私
は
家
、車
、

倉
庫
、
畑
を
持
っ
て
い
ま

す
。
貯
金
は
○
○
円
、
持

ち
株
は
○
○
円
あ
り
ま
す
。

負ふ

さ

い債
の
部

家
と
車
の
ロ
ー
ン
が
○
○

円
残
っ
て
い
ま
す
。
子
供
に
将
来
か
か
る

進
学
費
用
は
〇
〇
円
く
ら
い
で
す
。

純じ
ゅ
ん
し
さ
ん

資
産
の
部

資
産
か
ら
負
債
を
引
い
た

も
の
が
私
の
純
粋
な
資
産
で
す
。
今
後
支

払
い
が
い
ら
な
い
分
で
す
。

貸
借
対
照
表
を
家
庭
に

例
え
て
み
た
よ
☆

（9） 一般質問 令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号



問
島
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
を
想
定
し

た
体
制
整
備
や
経
済
支
援
策
は
。

答
宿
泊
療
養
施
設
は
知
名
町
に

１
か
所
あ
る
が
、ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
時
に
は
不
足
が
予
測
さ
れ
、

町
内
へ
の
設
置
を
県
に
依
頼
中
。
ま

た
、
自
宅
待
機
者
が
健
康
観
察
に

て
早
期
に
症
状
悪
化
が
把
握
で
き

る
よ
う
、
貸
出
用
に
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
を
確
保
し
た
。
５
月
に

和
泊
町
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
緊
急
協
力
金
事
業
を
実
施

し
た
が
、
こ
こ
で
対
象
外
と
な
っ
た

事
業
者
や
飲
食
業
以
外
に
も
対
象

を
拡
大
し
和
泊
町
商
業
者
等
事
業

継
続
支
援
事
業
や
、町
内
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
推
進
事
業
に
よ
る
消
費
促
進
、

域
内
観
光
商
品
券
事
業
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。
各
種
事
業
の
展

開
に
よ
り
商
工
・
観
光
事
業
者
の
支

援
と
経
済
循
環
を
一
体
的
に
進
め
る

ほ
か
、
国
・
県
の
各
種
事
業
の
周
知

及
び
申
請
支
援
に
よ
り
事
業
者
の

経
営
継
続
を
支
え
て
い
く
。

問
将
来
世
代
に
お
い
て
も
町
民

の
福
祉
向
上
を
達
成
す
る
た

め
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
は
。

答
①
「
有
利
な
補
助
事
業
」

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
本
当
に
必

要
か
、
高
い
費
用
対
効
果
を
生
み

出
せ
る
の
か
「
民
間
の
コ
ス
ト
意

識
」
で
徹
底
的
に
精
査
。
②
年
功

序
列
や
終
身
雇
用
に
甘
え
る
こ
と

な
く
、
や
る
気
や
実
力
の
あ
る
職

員
が
評
価
さ
れ
力
を
発
揮
で
き
る

人
事
制
度
を
拡
充
し
、
生
産
性
と

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
現
。

③
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
計
画
は
、

財
政
改
善
を
図
り
つ
つ
、
事
業
計

画
を
精
査
し
広
域
事
業
の
可
能

性
、
コ
ス
ト
削
減
や
適
正
規
模
に

つ
い
て
再
検
討
。

問
気
候
変
動
に
よ
り
多
発
し
て
い

る
集
中
豪
雨
へ
の
対
策
は
。

答
浸
水
被
害
は
排
水
不
良
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
被
害
発
生

時
に
は
消
防
団
が
土
嚢の

う

設
置
等
を

行
い
、
ま
た
、
た
め
池
が
溢
れ
な

い
よ
う
に
事
前
の
ポ
ン
プ
排
水
も

実
施
。
今
後
は
、
各
字
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
図
り
（
自
助
・
共

助
）、
事
前
の
浸
水
対
策
の
助
言

や
土
嚢
袋
の
配
布
等
（
公
助
）
を

実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
浸
水
被

害
が
あ
っ
た
周
辺
の
排
水
対
策
を

関
係
課
と
進
め
て
い
る
。

問
高
齢
者
福
祉
と
し
て
の
沖
永
良

部
バ
ス
利
用
促
進
の
取
組
み
は
。

答
敬
老
バ
ス
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
度

実
施
し
た
「
貸
切
バ
ス
周
遊
体
験
」

は
高
齢
者
に
好
評
で
、
運
転
手
の

き
め
細
や
か
な
対
応
も
喜
ん
で
頂

け
た
。
島
内
唯
一
の
公
共
交
通
で

あ
る
沖
永
良
部
バ
ス
は
高
齢
者
を

は
じ
め
島
民
の
足
と
し
て
路
線
の

確
保
・
維
持
が
重
要
で
、
沖
永
良

部
バ
ス
企
業
団
と
連
携
し
利
用
者

目
線
で
の
利
便
性
向
上
・
利
用
促

進
に
取
り
組
む
。

問
障
が
い
者
雇
用
促
進
の
取
り

組
み
は
。

答
障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や

能
力
に
応
じ
て
誰
も
が
職
業

を
通
じ
た
社
会
参
加
の
で
き
る「
共

生
社
会
」
の
実
現
は
重
要
で
あ
る
。

行
政
で
は
、
職
員
の
募
集
・
採
用

に
あ
た
り
業
務
内
容
等
の
検
討
や

職
場
環
境
づ
く
り
・
雇
用
管
理
な
ど

に
取
り
組
み
、
ま
た
、
在
職
中
に

障
害
者
と
な
っ
た
場
合
も
円
滑
に
職

場
復
帰
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
民

間
で
も
、
地
域
で
就
労
継
続
支
援

が
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
み
、
今
年
度
は
、「
あ

ま
み
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
新
規
相
談
者
１
名
、「
障

害
者
就
労
支
援
施
設
さ
ね
ん
」
新

規
利
用
者
１
名
、
一
般
企
業
就
労
１

名
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者
雇

用
啓
発
の
た
め
事
業
者
へ
の
就
労
説

明
会
を
計
画
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
！

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員

一般質問（10）令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号



譲
渡
型
定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

問
譲
渡
型
定
住
促
進
住
宅
の

推
進
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
定
住
促
進
、
公
有
財
産
の

削
減
、
民
間
活
力
を
活
用

し
た
経
済
効
果
な
ど
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
、
個
人
の
資
産
形
成

に
な
ら
な
い
か
、
町
の
関
与
が

必
要
な
の
か
、
入
居
者
の
条
件
、

退
去
し
た
場
合
の
対
応
、
建
設

事
業
者
の
理
解
な
ど
検
討
が
必

要
。
し
か
し
、
移
住
希
望
者
の

増
加
や
核
家
族
化
・
世
帯
分
離

に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
不
足
な
ど

課
題
も
認
識
し
て
い
る
。

環
境
保
全
に
つ
い
て

問
耐
用
年
数
の
迫
る
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
老
朽
化
に
よ
り
、
ご
み
の

適
正
処
理
に
支
障
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

順
次
、
機
械
設
備
の
更
新
等
を

行
う
こ
と
で
、
最
終
処
分
場
残

余
年
数
の
20
年
程
度
を
可
能
な

限
り
延
命
化
し
、
最
終
処
分
場

の
更
新
時
期
と
同
時
期
に
合
せ

て
更
新
し
て
い
く
。
次
期
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
検
討
委
員
会

を
両
町
か
ら
選
出
し
協
議
検
討

を
進
め
て
い
く
。

問
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
し

尿
処
理
施
設
を
今
後
ど
の

よ
う
に
運
営
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答
40
年
が
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
設
備

及
び
機
器
の
補
修
等
を
行
い
な

が
ら
運
営
し
て
い
る
。

適
切
及
び
効
率
的
な
廃
棄
物

処
理
を
図
る
た
め
、
新
施
設
へ
の

更
新
が
望
ま
れ
て
お
り
、
し
尿

前
処
理
施
設
を
整
備
す
る
方
針

で
関
係
課
に
て
事
業
導
入
に
向

け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
脱
炭
素
社
会
構
築
に
向
け

具
体
的
な
策
は
。

答
エ
コ
住
宅
の
体
験
、
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
講
習
会
を
予

定
し
、
普
段
の
生
活
を
脱
炭
素

型
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組

む
。
防
災
の
観
点
か
ら
も
電
力

を
小
規
模
の
地
域
で
つ
な
ぐ
電

力
系
統
の
構
築
を
民
間
企
業
と

知
名
町
と
と
も
に
連
携
し
て
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。
モ
デ

ル
地
区
指
定
を
目
指
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に

導
入
し
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目

指
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
環
境
に
つ
い
て

問
家
庭
学
習
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
推
進
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

答
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
策

と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を

利
用
し
た
家
庭
学
習
へ
の
取
り
組

み
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。た
だ
、

約
20
％
の
家
庭
が
通
信
環
境
の
整

備
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
補
助
事

業
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

既
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
持
ち
帰
り

に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
各

学
校
に
配
布
し
、
体
制
が
整
っ
た

学
校
か
ら
端
末
の
持
ち
帰
り
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

家
庭
学
習
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 議員

（11）一般質問 令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号



令和２年度各会計の決算額と採決の結果

区　　　分 歳入決算 歳出決算 差　　引 採決結果

一　般　会　計 78 億 6688 万円 77 億 9590 万円 7098 万円 全会一致で認定

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 9 億 8221 万円 9 億 8115 万円 106 万円 全会一致で認定

奨学資金 1251 万円 710 万円 541 万円 全会一致で認定

下水道事業 2 億 7117 万円 2 億 5363 万円 1754 万円 全会一致で認定

農業集落排水事業 2 億 1310 万円 2 億 1287 万円 23 万円 全会一致で認定

介護保険 10 億 6443 万円 9 億 9077 万円 7366 万円 全会一致で認定

後期高齢者医療 9942 万円 9277 万円 665 万円 全会一致で認定

水道事業（収益的部分） 1 億 7297 万円 1 億 7084 万円 213 万円 全会一致で認定

合　　　計 106 億 8269 万円 105 億 503 万円 1 億 7766 万円 すべて認定

※決算額は、１万未満を四捨五入で掲載しているため、差引・合計額等が一致しない場合があります。

池野識見監査委員より（一般・特別会計について）

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響を大き

く受け、町で計画した多くの事業・イベント等が中止や縮

小等になり困難な行政運営だったと思うが、執行部におい

ては、激変する環境への対応や、組織の効率化・合理化な

ど経費全般の歳出削減、財源の捻出に献身的に努力されたこと

は大きく評価すべき点である。

　財政健全化判断指標である実質公債費比率や将来負担比率

は短期間で改善できるものではなく、長い年月をかけて改善

が図られるものであり、改善に向けた長期的計画を策定するな

ど、本腰を入れた対策が必要。執行部・議会・関係機関が一体と

なり町民の協力も得ながら早期に財政健全化が図られること

を期待する。

認
定
認
定
認
定
認
定すべて認定認定すべて認定すべて認定

令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号 決算認定・監査委員より（12）



議会ボランティア活動報告

議会活動報告

7/11（日）笠石ゆり園にてゆり球根の堀取作業

7/16（金）ワンジョ公園内池の清掃作業

8月 4日　新議員研修会
主催：鹿児島県町村議会議長会
対象：和泊町・知名町の新議員　
内容：議会における基礎的内容の講習

事業経過を
しっかりチェック！！

✓□消防団拠点施設新築工事

実施内容：新地移転に伴い、
機能強化を図るために規模
を拡大して整備
鉄筋コンクリート造、平屋、
一式の建築

✓□ 町営住宅玉城団地改修工事

実施内容：玉城団地１棟９
戸の改修工事

9月 17日、決算審査特別委員会の現地調査にて、各
委員会が選定した事業箇所の現状確認をおこなった。

✓□研修センター改修工事

実施内容：屋上防水改修、
トイレ・研修棟改修、多目
的ホールの天井張替え

報告：
森議員 議会の使命と議員の職責・議会の権限等々の研

修を参考にして、日々の議員活動・議会に活か
すべく研鑽に努めたい。

島田議員 議会の使命は、「具体的な政策の最終決定」と「行
財政運営の批判と監視」にある。議会の一員と
して懸命に努力し、議員の職責を全うしていき
たい。

山口議員 議会の使命・議員の職責、一般質問を行う際の
注意点や注意したい表現などを学ばせて頂いた。
常日頃から質問に関する心構えを持ち、質問の
成果も見届けていきたい。

✓□「平瀬線」舗装工事

実施内容：舗装補修
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編 集 後 記

　私が初めて沖永良部

島を訪れたのは、高校

3 年生の春休みに鹿児

島県の離島を目指した一人旅でした。その後、

高校・大学を卒業、就職したのち、転勤や転職

を経験し 52 歳で縁あって沖永良部に移住を決

心しました。

　移住してきた私が、地域の課題に何が必要か

を考えた時に、友人知人の協力を得て立ち上げ

たのが、「NPO法人心
こころね

音」でした。

　その後、平成 28 年に障害児通所支援事業所

「サランセンター」と「子育て相談」を設立

しました。

　困難を抱えた子供達やその保護者には行政分

野を超えて、乳幼児期から社会参加に至るまで、

地域で切れ目なく支援が受けられるように「福

祉・教育・医療」の連携が不可欠であると思い

ます。

　子育てにおいては、「どこに相談すればいい

の？」「誰がこの気持ちを理解してくれるの？」

「私の子育てが間違っていたの？」親はいつも

全力で日々揺れながら、迷いながら、子供の力

になりたいと思っています。

　子供一人ひとりにあった教育環境を整えてあ

げることで子供社会の格差を少しでも解消し、

子供たちが将来への可能性を見出すことができ

るお手伝いができればと考えます。

　今後は、「安心な居場所・学習支援の居場所・

得意が見つかる居場所」として誰一人置いてき

ぼりにしない「子どもの第三の居場所事業」を

スタートさせます。

　この島は、子供たちが生き生きと成長してい

く環境であると発信していきたいです。

新町長が誕生し、第３回議会定例会では前
すすめ

 新町長の所
信表明があり、これからの町政に対する９名の一般質問
がありました。また、決算審査特別委員会を設置し、令
和２年度のすべての決算認定を致しました。
　議会は新町政に対しても、是是非非で監視をして参り
ます。

文責　児玉　実隆
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今 号 の 表 紙

今回は、国頭小学校秋の
大運動会でのひとコマです。
青空の中、子供たちは元気に
笑顔で楽しんでいました♪

町民エッセイリレー

絆のバトン絆のバトン

プロフィール

安
あんとく

徳 建
け ん じ

二 さん（71 歳）
福岡県八女市生まれ。専修大学卒
業後、三菱系列会社に入社。
2004 年に沖永良部島に移住。２年
後にＮＰＯ法人心音 (こころね ) を
創設。
2016 年に障害児通所支援事業所
サランセンターを設立。
2021 年子どもの第三の居場所創
出事業（現在建設中）を開始。

誰一人置いてきぼりにしない居場所を

絆のバトン・編集後記（14）令和 3 年 11 月 25 日 発行／第 153 号


